




平成３１年度 学校教育目標及び校内研究主題 

新見市立新見第一中学校 

＜教育目標＞ 

はつらつと心豊かにたくましく生きる力の育成 

 

＜研究主題＞ 

主体的に学び合い、高め合う生徒の育成を目指して 

 

＜研究主任＞  谷岡明日美 

 

＜研究計画の概要＞ 

（１） 授業研修 

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行う。生徒が主体的に学び、

基礎的・基本的な知識や技能を着実に修得しながら学び合い、次の学習に生かそうとす

る態度の育成に向けて、効果的な指導方法を探る。 

（研修方法） 

研修チーム（教科横断型）を編成し、指導方法の研修を OJT 研修により行う。各チー

ム１名が公開授業を計画し、それに向けて協働で授業デザイン・指導案作成や授業のふ

り返りを行う。 

 

（２）特別支援教育に関する研修 

  通常の学級における特別支援教育の観点からの授業づくりや合理的配慮・個別の教育

支援計画における研修を行う。岡山県総合教育センターの学校力向上サポートキャラバ

ン事業を活用し、年間２回講師を迎え、講義・演習を行う。 

 

（３） 「特別の教科 道徳」に関する研修 

本年度から実施される「特別の教科 道徳」について、道徳教育推進教師を中心に、「考

え、議論する」授業や評価について研修を行う。 

 

（４） まとめと評価 

研究実践の記録と評価をまとめ、次年度につなげる。 

 



平成３１年度 校内研修実施計画 （5/27 改訂版） 

新見市立新見第一中学校 

 

１ 授業研修チーム  ◎総責任者 谷岡明日美 

教科・領域 公開授業者 実施日 メンバー ○は責任者 

特別支援 藤野 ③ １０月 〇藤井、杉本、上仲 

 

技術科 

 

白神 ④ １０月 〇小林、横見、教頭 

社会科 有西 ② 

 

１０月 〇堀江、安田、岡崎 

保健体育科 前原 ② 

久津間① 

１２月 

１２月 

〇西村、中山、羽柴 

英語科 

 

中務 ① １２月 〇重村、三上、小松 

 注１ ①・・・初任教員 ②・・・2 年目教員 ③・・・３年目教員 ④・・・４年目教員 

  注２ ＯＪＴ研修として位置付ける 

注３ 初任者は１２月に新見市教育委員会の指導訪問をうける 

 

２ 校内研修予定 

実施日 テーマ 内容 研修形態・協力機関 

第１回 ６月 「通常の学級における特別支援教育の

観点を取り入れた授業づくり」について

の研修 

全体研修 

岡山県総合教育センター 

学校力向上サポートキャラバン 

第２回 

 

６月 「特別の教科 道徳」に関する研修 

～「考え、議論する」道徳について～ 

全体研修 

 道徳教育推進教師 

第３回 ７月 公開授業に向けて 

～授業デザインの検討～ 

授業研修 

第４回 10 月 公開授業（社会・技術・特別支援） 

研究協議 

公開授業研修 

 

第５回 10 月 学校における合理的配慮の提供の在り

方、個別の教育支援計画の作成と活用に

ついての研修 

全体研修 

岡山県総合教育センター 

学校力向上サポートキャラバン 

第６回 12 月 初任者授業研修 

保健体育科・英語科 

初任者指導訪問 

 新見市教育委員会 

第７回 ２月 「特別の教科 道徳」に関する研修 

～評価について～ 

全体研修 

 道徳教育推進教師 

 



平成 31 年度 学力向上プラン全体計画 
新見市立新見第一中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中期目標】「思考力・判断力・表現力等」の育成を目指す。 

【中期指標】「まなびノート」（自主学習）を中心とした家庭学習が、「思考力・判断力・表現力等」（「学びに向かう力・人間性等」）

の育成につながるように、授業と関連させた課題を各教科担当で示し、生徒の実践を促す。 

【短期目標】「知識・技能」の確実な定着のため、家庭学習に取り組むことができる生徒の育成を目指す。 

【短期指標】平日家庭学習に１時間以上（１年生 80 分、２年生 90 分、３年生 100 分）取り組む生徒を 70％以上に増やす。 

【家庭との連携】 

・平日に家庭学習に取り

組む生徒の 100％達

成に向けて、特に１年

生の４月を強化月間

とする。その際、学級

通信や家庭訪問、家庭

連絡を通して連絡を

密にする。 

【取組指標】 

★学校の授業以外、平日

に勉強に全く取組ま

ない生徒の割合 

→０％（H30 1.6%） 

【授業づくり】 

○「思考力・判断力・表現力等」を育成する授業づくりを行う。 

○「めあて」と「まとめ」につながりをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組指標】 

★「まなびノート」の学習内容についての全教員への周知の徹底 

★授業における「めあて」と「まとめ」の提示の徹底 

【教員の指導力の向上】 

・授業研修において指導

力の向上を図る 

 

 

 

 

 

【取組指標】 

★学校評価において、生

徒や保護者から、授業

に関する肯定的評価

の増加。 

【学力基盤づくり】 

○「知識・技能」を育成するため、国語・数学・英語の課題を毎日出し、家庭学習の習

慣を確立させる。 

○家庭学習の意識の向上に向けて、オリエンテーションや声掛け、クラスマッチ、ノー

トコンテスト等で家庭学習の啓発活動を行う。 

【取組指標】 

★国語・数学・英語の課題の提出率→90％ 

★一中型 家庭学習のスタンダードの周知徹底 

《生徒の学力の課題及び要因の考察》 

<学力の課題>・H30 年度全国学力調査において、国語では、書いた文章を読み返し、伝えたい内容が十分に表されているかを検

討する問題において課題がみられた。数学では主として資料の活用の領域や記述式において全国と正答率に差がみ

られ、生きて働く「知識・技能」の定着が求められる。 

・H30 年度学習状況調査において、平日家庭学習に１時間以上取り組む生徒の割合が全国平均を下回っている。 

（本校 63.7％、全国 70.6％） 

・学校評価においても保護者、教員において「家庭学習」の項目が低い。家庭学習の確立が課題である。 

〈要因〉     ・家庭学習の習慣が定着していない生徒が一定数いる。 

             ・生徒の日々の頑張りを認め、意欲を高める家庭学習の充実を目指した取り組みの共通認識が必要である。 

【重点取組】「まなびノート」と授業の関連付け 

・授業のまとめや予習など、授業と関連付けた「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の育成につながる学習

課題を「まなびノート」で家庭学習させる。 

・「まなびノート」で学習した内容から授業のめあてを設定を行う

など、家庭学習との関連付けを意識した授業づくりを行う。 

【重点取組】 

・わかりやすく意欲を

高める指導の工夫

の実践。 
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（様式②）〔市〕 

新見一中発 第３７号  
令和元年５月２８日  

 岡山県総合教育センター所長 殿 
新見市立新見第一中学校 

                          校 長 小藤 一成 
 

平成 31 年度学校力向上サポートキャラバン事業（市）指導主事派遣申請書 
 
 次により、貴所属指導主事を派遣くださるよう申請いたします。 
 

記 
 
１ 派遣者  特別支援教育部 指導主事 山根 亮 
 
２  期 日  令和元年６月１２日（水） 
 
３ 場 所  新見市立新見第一中学校 被服室 
 

４ 研修について 

（１）研修形態※次のいずれかに○を付けてください。        校内研修  地区研修 

 

（２）名 称 特別支援教育の観点からの授業づくり 

 

（３）目 的 通常の学級における特別支援教育の観点を取り入れた授業づくりについ

て理解を深める。 

（４）内 容 

    ・研修項目※実施要項に示す１～22 の中から該当する番号を記入してください。       〔５〕 

  ・関連した研修項目※希望する場合のみ、１～22 の中から該当する番号を記入してください。〔 〕   

・研修方法※次のいずれかに○を付けてください。        講義・演習  授業研究 

    ・研修内容の詳細※希望する研修内容や教科領域名等をできるだけ詳しく記入してください。 

① 支援を要する生徒が在籍することを念頭に置いた授業デザインの構築。 

② 授業に集中できない生徒や学力が著しく低い生徒へのアプローチ方法。 

・日 程 

14:50～15:50     講義・演習 

15:50～16:40     協議、質疑応答、振り返り 

 
（５）主催者 新見市立新見第一中学校 
 
（６）参加者の範囲及び人員 本校教員 25 名 
  
５ 派遣旅費負担区分  県総合教育センター負担 
 
６ その他 
 ・連絡先  所属名  新見市立新見第一中学校 

担当者名 主幹教諭 藤井幸治 
電話番号 0867-72-0629 
E-mail    niimi.daiichijh.a00@gmail.com 

 
※派遣申請書は公印を押印した後、PDF ファイルにして、教育委員会へ提出してください。 

職
印 



（様式②）〔市〕 

新見一中発 第  号  
令和元年９月２０日  

 岡山県総合教育センター所長 殿 
新見市立新見第一中学校 

                          校 長 小藤 一成 
 

令和元年度学校力向上サポートキャラバン事業（市）指導主事派遣申請書 
 
 次により、貴所属指導主事を派遣くださるよう申請いたします。 
 

記 
 
１ 派遣者  特別支援教育部 指導主事 岡崎 綾子 
 
２  期 日  令和元年１０月２１日（月） 
 
３ 場 所  新見市立新見第一中学校 被服室 
 

４ 研修について 

（１）研修形態※次のいずれかに○を付けてください。        校内研修  地区研修 

 

（２）名 称 特別支援教育の観点からの授業づくり 

 

（３）目 的 通常の学級における特別支援教育の観点を取り入れた授業づくりについ

て理解を深める。 

（４）内 容 

    ・研修項目※実施要項に示す１～22 の中から該当する番号を記入してください。       〔５〕 

  ・関連した研修項目※希望する場合のみ、１～22 の中から該当する番号を記入してください。〔 〕   

・研修方法※次のいずれかに○を付けてください。        講義・演習  授業研究 

    ・研修内容の詳細※希望する研修内容や教科領域名等をできるだけ詳しく記入してください。  

授業に集中できない生徒や学力が低い生徒へのアプローチ方法。生徒自らが授業

に参加しているという能動的な意識を高める声かけや接し方の研修。 

・日 程 

14:50～15:50     講義・演習 

15:50～16:40     協議、質疑応答、振り返り 

 
（５）主催者 新見市立新見第一中学校 
 
（６）参加者の範囲及び人員 本校教員 25 名 
  
５ 派遣旅費負担区分  県総合教育センター負担 
 
６ その他 
 ・連絡先  所属名  新見市立新見第一中学校 

担当者名 主幹教諭 藤井幸治 
電話番号 0867-72-0629 
E-mail    niimi.daiichijh.a00@gmail.com 

 
※派遣申請書は公印を押印した後、PDF ファイルにして、教育委員会へ提出してください。 

職
印 



ICT 活用教育公開授業研修会 要項 
 
１ 期 日 令和元年６月７日(金) 
 
２ 会 場 新見市立新見第一中学校 
 
３ 研究主題 「主体的に学び合い、高め合う生徒の育成を目指して」 
 
４ 日 程  
  9:20〜 9:40 ICT を用いた授業の事前説明  パソコン教室 
   
 
  9:50〜10:40 公開授業    3 年３組教室 
   学 年  ３年３組 
   教 科  社会科 
   単 元  「平和国家を目指して」 
   指導者  教諭 有⻄陽路 
 
 
 10:50〜11:40 研究協議・情報交換   パソコン教室 
    
 
５ 参加者 
 〇井原市立芳井中学校より 
   教諭 ⻘⽊  健 (研究主任)、 教諭 鳥越直子、 教諭 大友康弘 
 〇本校担当者 
   主幹教諭 藤井幸治（教務・ICT 担当）、 教諭 有⻄陽路（３年 3 組担任） 

指導教諭 小林  悟（授業改革推進員）、 ICT 支援員 塚本智代 
 
６ 配布資料 
 〇ICT 活用教育実践事例集（平成 27 年度〜30 年度） 
 〇校内研究のまとめ（平成 28 年度〜30 年度） 
 〇プログラミング教育の取組（平成 30 年度） 
 〇教育計画（平成 31 年度） 



令和元年６月７日（金） 第３学年３組 社会科 板書型指導案 「平和国家を目指して」   指導者  有西 陽路

 

○本時の目標（めあて） 

・ 新しい憲法で目指した社会のしく

みがどのようなものか説明できる。 

 

○指導上の留意点 
・ 小中連携 

小学校の既習事項を想起させるこ
とで、学習のつながりを意識できるよ
うにする。 
・ 情報機器の活用 

班の意見の発表にiPadを使用する
ことで、学習の効率化を図る。 
・ 協働学習 

個人思考をふまえて、学習班で意見
交流し、考えを深めていく。 
 
○評価の観点 

・ 新しい憲法で目指した社会のしくみ

について、資料の中から必要な情報を

選択し，適切にまとめている。 

〔思考・判断・表現〕 

 

・ 新しい憲法で目指した社会とは、ど

のようなものか，自分の考えを述べよ

うとしている。 

〔関心・意欲・態度〕 

 

○準備 

・ 教科書，資料集，ノート， 

 ＩＷＢ，ｉＰａｄ，発表ボード 

 

＜板書計画＞ 
授業の流れ  目標 新しい憲法のもとで目指した社会のしくみが 
目標        どのようなものなのか説明できる。 
教育基本法 
民法       日本国憲法（１９４６年１１月３日公布  教育基本法 
財閥解体           １９４７年 ５月３日施行） 
農地改革 
まとめ       ・３つの柱              民法 
振り返り       国民主権 
           基本的人権の尊重 
           平和主義（戦争放棄）        財閥解体 
 
         4つの政策はどのような社会を目指して 
         行われたのか？             農地改革 
 
 

                   
まとめ 日本国憲法のもとで行われた改革に

よって、様々な面で民主化が進んだ。 
                        振り返り 

＜本時の流れ＞ 
①前時の復習 
 
②本時の目標（めあて）を確認する。 
 
③日本国憲法と３つの柱についてまとめる。 
 
④中心課題についての個人思考を行う。（１０～１５分） 
 
⑤中心発問についての意見交流を行う。（学習班５～１０分・全体５分） 
 
⑥まとめ「日本国憲法のもとで行われた改革によって、様々な面で民主化が進んだ」 
 
⑦振り返り「分かったこと」「疑問に思ったこと」「調べてみたいこと」をノートに記述する。 



授業参観シート
岡山型学習指導のスタンダード「授業５」

令和元年 ６月 ７日（金） ２時間目 ３年３組 社会
授業者：有西陽路先生 題材名：平和国家を目指して

①めあて（目標）を示す
②自分で考え、表現す
る時間を確保する。

③目標の達成度を
確認する。

④学習内容をまとめる。
⑤授業を振り返り、
家庭学習につなげる。

❍前時の民主化について
の学習を振り返ってから，
本時のめあてを提示しまし
た。

❍小学校の既習事項とし
て，日本国憲法の成立・３
つの柱について，２年生の
既習事項として大日本帝
国憲法との比較をコンパク
トに行ったので，次の個人
思考や学習班の時間を十
分に確保することができま
した。（ここまで約１０分）

❍民主化の４政策が目指した社
会について，個人思考で８分間，
学習班で６分間考えてました。

❍個人思考では，２分毎に次の
政策を考えるように促し，順調な
タイムマネジメントができました。

❍Dropboxに入れた各班の考
えをIWBで表示し，黒板に

キーワードを書いて確認して
いきました。

❍赤線を引いて分かりやすく
した班や，机間指導で見つけ
た個人の考えを紹介したのが
素晴らしかったです。

❍４つの政策が目指した社
会と，日本国憲法の３つの
柱との関連について確認し，
「まとめ」を教師が板書して
まとめました。

❍生徒に自分の言葉で書
かせる時間を確保できませ
んでした。到達度の確認の
意味からも，ぜひ，次回は
生徒に文章化させる取組を
しましょう。

❍「わかったこと」「疑問に
思ったこと」「調べてみたい
こと」をノートに書かせました。

研 修 メ モ

❍教科書・資料集の着目する場所をデジタ
ル教科書の赤枠で示し，個人思考しやすくで
きました。個別支援でも，丁寧に考える視点
を示していたのがよかったです。

❍めあて・学習課題などを提示する際，「調
べて（考えて）いきます」などは「（生徒が）与
えられた」印象を持ちます。生徒が調べたく
なるような「前振り・手立て」を工夫しましょう。

❍挙手と自由発言の使い分け，「せーの」で
一斉に答える方法など，より多くの生徒が参
加できるように，発問のバリエーションを増や
しましょう。 授業改革推進員：小林 悟

板 書 ・ ノ ー ト



新見市立新見第一中学校 令和元年度学校力向上サポートキャラバン 

第１回校内研修開催要項 

令和元年６月１２日（水） 

14：50～16：30  

於 被服室  

 

１ 開会 

 

２ 講義・演習 「特別支援教育の観点からの授業づくり」 

  講師：岡山県総合教育センター 特別支援教育部 指導主事 山根 亭 先生 

 

 

☆研修内容より 「特別支援の観点を取り入れた授業とは」 

 

 

個々の生徒の特性に合わせた対応 

手順を明確に 

環境づくり 

急がない 

誰もが考えることができるように 

見える化 

思考を促す 

思考しやすい場づくり 

選択肢を示し思考させる 

情報を見る必然性 

 

 

 

３ 質疑応答、ふり返り 

 

 

 

 

 

４ 閉会 

 



第２回校内研修開催要項 

令和元年７月１７日（水） 

14：40～16：30  

於 被服室  

 

１ 開会（あいさつ 教頭） 

 

２ 道徳授業について（小林奈津子） 

 

 

 

３ ふるさとキャリア教育推進事業について（藤井幸治） 

 

 

 

４ 公開授業研修会に向けて（谷岡明日美） 

【授業日 １０月１５日（火） 午後 公開授業・研究協議】 

 

（１） 授業の構想（授業者より） 

① ３年社会（有西陽路） 

 

② ３年総合的な学習の時間（白神栄治） 

 

③ あけぼの学級活動（藤野真美） 

 

 

（２） チーム別協議（授業デザイン・今後の予定等） 

 

 

 

（３） 板書型指導案作成について（小林悟） 

 

 

 

５ 閉会（あいさつ 校長） 



 
チーフ責任者（谷岡明日美）、サブ責任者（小松 学） 
 

教科・領域 公開授業者 実施日 メンバー ○は責任者 
特別支援 

学活 
藤野 ③ 10 月 15 日（火） 

公開授業研修会 
 
（市）ICT・プログラミング活用
教育推進事業を兼ねる 

〇藤井、杉本、羽柴、岡崎、久津間 
   

総合的な学習
の時間 

白神 ④ 〇小松、三上、上仲、中山、前原 
 小林 

社会科 有⻄ ② 
 

〇堀江、安⽥、⻄村、横⾒、重村 
 中務 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別支援学活 

藤野先生 

グループ 

 

総合 

白神先生 

グループ 

 

社会科 

有⻄先生 

グループ 

 

ホワイトボード 

 

小林悟先生 

校⻑先生 

  教頭先生  



新見第一中学校 校内研修資料（2019.7.17） 

授業改革推進員     

チーム備北  小林 悟 

 

 

１ 基本構成は３つの部分 

 （１） 主眼（ねらい・目標） 

「教材」「学習活動」「学力」などの要素を明確にして，評価可能な行動目標で示すとよい。 

（例）「〇〇に着目し，○○する活動を通して，○○が説明できる」 

（２） 板書計画 

「めあて」「資料や課題の提示場所」「生徒の考え」「発問や学習課題」「因果関係を示す矢

印や色囲み」「まとめとなるキーワード等」を，分かりやすく配置する。 

 （３） 授業の流れや留意点 

「岡山型学習指導のスタンダード（授業５）」を参考に，５つの場面を意図的に配置する。

板書計画にも，その位置づけを示すと分かりやすい。 

 

２ 受け入れられやすい特徴は３つある 

「授業イメージの可視化」 「学習内容の整理と構造化」 「授業記録としての活用」 

 

３ 作成の手順 

 （１） めあて（目標），評価（評価基準） 

① その時間に最も身に着けてほしい学習内容を明確にし，「めあて（目標）」を設定する。 

② 「まとめ」および「評価基準」を設定する。 

（２） 学習課題と発問 

   ① 生徒に取り組ませる「主たる学習課題（主発問）」を設定する。 

   ② 「主たる学習課題（主発問）」に迫るための学習展開を考える。 

（３） 板書計画 

   ① 「主たる学習課題（主発問）」に着目し，生徒の興味が高まる板書全体の配置を考える。 

   ② 「生徒の考え」「資料」の提示場所を確保する。 

   ③ 構造的で分かりやすい板書を心掛ける。分割法を用いると有効。 

（４） 指導上の留意点，準備物 

   ① 学習展開と板書計画を照らし合わせて，学習のつまずきとなるポイントを予想し，その

具体的な手立てを考える。 

   ② 必要な準備物を確認する。 

（５） 見直し 

   ① 授業をイメージしてシミュレーションし，必要に応じて見直しを行う。 

   ② 見直しの際，「めあて」「まとめ」「評価基準」等にズレが起きないように注意する。 

   ③ 授業実践後，改善点を加筆修正して保存する。 

 

＜引用文献・参考資料＞ 

・『岡山型学習指導のスタンダード【増補版】授業改善､｢一歩前へ!｣』岡山県教育委員会（2019.7.） 

・前原隆志「板書型指導案に関する一考察」山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要 

第 42 号（2016.9.） 

板書型学習指導案を書く時のポイント 



令和元年〇〇月〇〇日（〇） 第〇学年〇組 〇〇科 板書型指導案 「平和国家を目指して」（改）   指導者  小林 悟

 

○本時の目標（めあて） 

※ 評価可能な行動目標の形で示す

とよい。 

（例）新しい憲法で目指した社会のし

くみがどのようなものか，４つの（民

主化）政策に着目して説明できる。 

 

○指導上の留意点 
※ 予想されるつまずきを示し，その
手立てを記入する。 
・ 小中連携 

小学校の教科書の該当部分を示し
て既習事項を想起させることで，学習
のつながりを意識できるようにする。 
・ 協働学習 

考えを持ちにくい生徒には，資料で
注目する部分をヒントカードで示す
ことで，個人の考えをもって学習班で
の意見交流に臨むことができるよう
にする。 
 
○評価の観点 

・ 新しい憲法で目指した社会のしくみ

について，資料の中から必要な情報を

選択して適切にまとめ，自分の考えを

表現している。〔思考・判断・表現〕 

 

○準備 

・ 教科書（小学６年上・中学歴史），

資料集，ノート，ワークシート， 

ＩＷＢ，ｉＰａｄ，発表ボード， 

ヒントカード 

＜板書計画＞ 
  目標 新しい憲法のもとで目指した社会のしくみがどのようなものなのか， 

４つの政策に着目して説明できる。 
 

日本国憲法（１９４６年１１月３日公布     教育基本法 
       １９４７年 ５月３日施行） 

       ・３つの柱                  民法 
         国民主権 

          基本的人権の尊重             財閥解体 
          平和主義（戦争放棄） 
                               農地改革 
        
        

・政策のポイントを資料から読み取る 
     ↓ 
・目指した社会のしくみを考える      振り返り 

 
まとめ 日本国憲法のもとで民主化を進め，国民主権の，平和で，人権尊重がなされた社会を目指した。 

＜本時の流れ＞ 
〇前時の復習 
・小学校の教科書を用いて
日本国憲法の３つの柱を
確認する。私たちの生活で
これらが大切な役割を果
たしていることに気付か
せて，関心を高める 
①目標（めあて）を示す 
・日本国憲法の３つの柱は
どのような社会を実現し
ようとしていたのか，具体
的な４つの政策をもとに
考えると理解できそうだ
と生徒が気付いたところ
で目標を設定する。 

②中心課題について個
人で考える。 
・予想させる（２分）。 
・資料から、４つの政策
のポイントを読み取ら
せた上で，目指した社会
のしくみについて考え
させる（７分）。 
・資料の読み取りに関す
るヒントカードや，小学
校の教科書を参考にし
て考えさせる。 
・学習班毎（２班）に最
初に考える政策を設定
し，その後は考えやすい
政策から取り組ませる。 

③中心課題について意
見交流を行う。 
・２班ずつ4つの政策を
分担し，「目指す社会の
しくみ」と考えた根拠と
なる部分について意見
交流させる（７分）。 
・班で意見交流した内容
を発表させ，板書で確認
する。 
・４つの政策で共通する
目指した社会の仕組み
について，学級全体で意
見交流を行い，達成度を
確認する（５分）。 
 

④学習内容をまとめる。 
・自分の言葉でノートに
文章表現でまとめるよ
うに指示する。 
・教師のまとめを簡潔に
板書「（例）日本国憲法
のもとで行われた改革
によって，様々な面で民
主化が進んだ」し，生徒
の記述表現を引用して
口頭でまとめる。 
⑤振り返り 
・「分かったこと」「疑
問に思ったこと」，「調
べてみたいこと」をノー
トに記述させる。 

授業の流れ

目標 

教育基本法

民放 

財閥解体 

農地改革 

まとめ 

振り返り 

１ 

２ 
５ 

４ 

４つの政策は，どのような社会を目指して

行われたのか？ 

学習班・全体で

出た考えや意見

・ポイントなど

を，ここに板書

する。 
３ 









様式１

実施校名

ねらい

実施時期

6月～7月

10月～1１月

２月

7月～１０月

11～１２月

２月

6月～１１月

11月～12月

12月～１月

１月

随時

評価方法

〇評価場面
　　・総合的な学習の時間の中で評価を行う。
〇評価方法
　　・ポートフォリオでの評価
　　・プレゼンテーションでの評価（発表会、紙面発表、ビデオ発表　等）
〇評価の観点
　　・課題設定の力　　・情報収集の力　　・将来展望の力　　・社会参画の力

スケジュール

1年　新見発見プロジェクト
　　　（ふるさと職場見学・まとめ・課題発見）

1年　選択型プロジェクト
　　　（新見発見プロジェクトと関連付け、課題解決に向けて自らできることを主体的に行う。）

1年　キャリアアッププロジェクト
　　　（職業調べを行い、自己の夢や適性と進路との関係を考える。）

令和元年度新見市ふるさとキャリア教育事業実施計画書

新見市立新見第一中学校

本校では、平成29年度より総合的な学習の時間の内容を再構築し、「地域の人、もの、ことに自ら関
わり自ら課題を探究し、自己の学びのよさや生き方を見つめる。」を目標にしたプロジェクト学習を開
始している。このプロジェクト学習に中に、新たに始まる”ふるさとキャリア学習”の趣旨を組み込み、調
査・体験学習を行いながら、3年間で、地域を愛し地域活性化に向けての提言や具体的なアクション
ができるような生徒を育成していきたい。

現状及び課題
（趣旨）

〇1年次
　・新見発見プロジェクト　　　（新見の産業について調査活動を行い、地域への関心を高める。）
　・キャリアアッププロジェクト （職業調べを行い、自己の夢や適性と進路との関係を考える。）
〇２年次
　・新見体験プロジェクト　　　（職場体験を企画・実施・評価し、地域で働く人の生き方を考える。）
　・キャリアアッププロジェクト （上級学校調べを通して自己の夢や適性と進路との関係を考える。）
〇3年次
　・新見貢献プロジェクト　　　（地域に貢献できることを企画し社会参画に向けた実践力を養う。）
　・キャリアアッププロジェクト （自己理解・他者理解を通して自らの進路を具現化し、将来の自分を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　創造する。）

事業実施報告書・事業実施決算書の作成・提出

”ふるさと新見”の産業を支え地域活性化のために取り組んでいる人々や組織を知り、今、自分たちに
何が求められているか、何ができるかを考えることができるようになる。

地域連携組織等実
施体制について

〇校内ふるさとキャリア教育推進委員会
　　 校長・教頭→企画統括（主幹教諭）→総合的な学習の時間責任者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→キャリア教育責任者
　   外部組織との連絡調整、校内企画の立案
〇学校運営協議会
　  ふるさとキャリア教育事業の方針を協議し承認と協力を得る。（6月に承認済み）

本校ホームページ上で学びの様子や成果を発信する。

2年　新見体験プロジェクト
　　　（ふるさと職場体験・まとめ・課題発見）

２年　選択型プロジェクト
　　　（新見体験プロジェクトと関連付け、課題解決に向けて自らできることを主体的に行う。）

実施計画

3年　キャリアアッププロジェクト
　　　（自己との対話や他者理解を通して進路との関係を具体化し、将来の自分を創造する。）

実施内容（※学校の取組を記入する。行追加可）

２年　キャリアアッププロジェクト
　　　（上級学校調べを通して自己の夢や適性と進路との関係を考える。）

3年　選択型プロジェクト
　　　（地域の課題を探り、地域活性化に向けての提言を主体的に行う。）
  ※成果発表会（学びの成果を学級単位で発表する。プログラミング学習とも連携させる。）

3年　新見貢献プロジェクト
　　　（自ら地域に貢献できることを企画し、社会参画に向けた実践力を養う。）



第３回校内研修開催要項 

令和元年７月３０日（火） 

９：００～１０：３０  

於 被服室  

今回の校内研修のねらい 

 

１ 開会あいさつ （校長） 

 

 

２ 他地域の研修会より 

（１）総社市「誰もが行きたくなる学校づくり」について  教頭 

 

 

 

（２）県外視察より                   小林 悟 

 

 

 

３ 協議 

（１） 学びタイムの運営について 

 

 

 

（２） 放課後学習サポート事業について 

 

 

 

４ まとめ・閉会あいさつ（教頭） 

 

☆すべての生徒に学びの保障をしよう →・低学力の生徒へのアプローチ 

                   ・低～中学力生徒の学力向上・やる気アップ 

 

 

どのような学び（授業）のスタイルがよいか？ 

学びタイムや放課後の活用は？ 
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社会科公開授業のようす 

 
 
総合的な学習の時間公開授業のようす 

 
 
特別支援学級公開授業のようす 





























初任者指導訪問 公開授業 

 

 
 
 

 
 
１ 単元名 Sunshine English Course 1 Program 9 「現在進行形」 
 
２ 単元の目標 

  ○ペアワークや発表する際に間違えを恐れず、積極的に言語活動に取り組む。  

[コミュニケーションへの関心・意欲・態度] 

 ○現在進行形を用いて質問をし、適切に答えることができる。  

[外国語表現の能力] 

 ○現在進行形を表す表現を含んだ英文を読んで、その内容を理解し、要点や概要をつかむことがで

きる。                               [外国語理解の能力] 

○現在進行形を表す表現の語法や文の構造を理解することができる。  

[言語や文化についての知識・理解] 

 
３ 単元の評価規準 

コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度  

外国語表現の能力  外国語理解の能力 
言語や文化についての  

知識・理解 

・言語活動において、
現在進行形を用いて質
問をしたり、質問に答
えたりしようとしてい
る。 
 

・現在進行形を表す表
現を含む文で、自分が
していることや相手に
対する質問などを書く
ことができる。 

・現在進行形を表す表
現を含んだ英文を読ん
で、その内容を理解し
要点や概要をつかむこ
とができる。 

・現在進行形を表す表
現に関する知識を身に
つけている。 

 
 
 
 
 
４ 指導と評価の計画（全 6 時間） 

次 時 主な学習活動 
評価の観点 

評価規準及び評価方法 
関 表 理 知 

 
一 
 

 
 

１ 

 
 
 
・現在進行形を表す表現be ~ing
の用法を理解している。[本時] 
 

 

〇 

  
 
 

 
 

〇 
・言語活動に積極的に取り組んでいる  

・現在進行形 be～ ing の語法や文を構

成する知識を理解している。  

[ワークシート] 

２ 

 

・New words の確認をし、本文の

内容を理解することができ

る。  

・現在進行形の振り返りをする 
 

 
 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 
 ・語句や表現、文法事項などの知識を

活用し、正しく本文の内容を理解する

ことができる。  

・自分が何をしているかを現在進行形

の英文で書くことができる。  

[ワークシート] 
 

第１学年３組  外  国  語  科  学  習  指  導  案  

令和元年１０月１７日（木）第 5 校時 1 年 3 組教室  指導者 中務  翔・ALT Nicole 



初任者指導訪問 公開授業 

 

 
二 
 
 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 

 

・第一次の小テスト  

・現在進行形の疑問文、それに
対する答え方を理解している。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
◎ 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
〇 
 
 

・言語活動に積極的に取り組んでいる  

・現在進行形 be～ ing の疑問形の語法

や文を構成する知識を身につけてい

る。[ワークシート] 

 
 

 

 

 

 

２ 
・New words の確認をし、本文の

内容を理解することができ

る。  

・現在進行形の疑問文の振り返
りをする。 

  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 
・語句や表現、文法事項などの知識を

活用し、正しく本文の内容を理解する

ことができる。  

・現在進行形の疑問文、それに対する

答え方、現在進行形の文を英文で書く

ことができる。[ワークシート] 

三  

１ 
・第二次の小テスト  

・what の入った現在進行形の疑

問文とそれに対する答え方を

理解している。  

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

・言語活動に積極的に取り組んでいる  

・what の入った現在進行形 be～ ing の

疑問形の語法や文を構成する知識を

身につけている。[ワークシート] 

  

２ 
・New words の確認をし、本文の

内容を理解することができ

る。  

・what の入った現在進行形の疑

問文の振り返りをする。  

  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 
・語句や表現、文法事項などの知識を

活用し、正しく本文の内容を理解する

ことができる。  

・what の入った現在進行形の疑問文、

それに対する答え方、現在進行形の文

を英文で書くことができる。  

[ワークシート] 
 
 
 
 
５ 指導上の立場 
○単元観 

 本単元では、現在進行形 be ～ ing が初めて導入され、現在進行形に関する文法を学習することに

なる。現在形と現在進行形の違いを繰り返し説明し、現在進行形の文章を書くときに be 動詞と ing

を入れなければいけないということを意識できるようにしていく。  

 本単元の話題はお正月の一場面である。生徒にはお正月の場面ということを確認し少しでも興味を

もって本文に取り組んでいけるようにしていきたい。  

 
 
 
 
 
 



初任者指導訪問 公開授業 

 

 
○生徒観 

 本学級の生徒は、音読や言語活動に対して意欲的に取り組む生徒が多い。しかし、英語に対する苦

手意識を持っている生徒がおり、落ち着きのない生徒も少数いるクラスである。  

しっかりと生徒が発言できる時間や活動できる時間を作り、生徒の苦手意識をなくしつつ、個人で考

えて問題を解く時間を確保して、英語の力を伸ばせるようにしていきたい。  

 また個人で考えて問題を解いた後にグループになってお互いの答えを確認し合い、協力して学習を

進めていきたい。  

 
 
○指導観 

 特定の生徒ばかりが発表することにならないように、ランダムで当てたり、criss cross ゲームなど

をしたりして、生徒たちが全員発表するようにしていきたい。また、グループで考え、答えに対する

自信を持ってから発表をするようにして、発表することに対しての苦手意識を取り除いていきたい。 

その単元の文法を繰り返し使うような場面を作り、文法の定着を図っていきたい。また、パートが

終わるごとに小テストを行うことで、その単元の新出単語や文法の定着を図っていきたい。  

 

○研究主題との関連 

「主体的に学び合い、高め合う生徒の育成」の視点から、生徒が主体的に学び、学んだこと

をお互いに教え合うような環境をつくっていきたいと考えている。そのために、グループで

答えを確認し合う時間を作ったり、アクティビティなどで生徒同士が交流したりする時間を

多くつくっていく。 

 

                                              
６ 本時案（第一次  第１時） 
(1）本時の目標 

○言語活動に積極的に取り組もうとする。  

（コミュニケーションへの関心・意欲・態度）  

 ○現在進行形 be～ ing の語法や文を構成する知識を身につけている。  

（言語や文化についての知識・理解）  
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(2) 展 開 

学習活動 教師の指導・支援 学習評価 

１  あいさつを行う  

 
 

２現在進行形を用い

た表現を学習する  

 

(1)口頭で導入を行う  

(2)パワーポイントで

本時の要点をつか

む  

 

(3) 教 科 書 の Basic 

Dialog で現在進行

形 の 形 を 再 度 確

認する  

3 教科書にあるリス

ニング問題を行う  

 

4 現在進行形を用い

たアクティビティを

行う  

 

 

5 学習内容について

の振り返りを行う。  

 
 
 
 
 
 

○天気、曜日、日付についての QA を行う。  

 

 

 

 

○教師と ALT がジェスチャーをしながら現在進行形の英文

を言うのを何度か繰り返す。  

○文法の説明をし、いくつかフレーズを出し生徒たちに現在

進行形の文になおすように指示し、その文章を音読するのを

繰り返す。  

 

 

 

 

○答え合わせの際に問題文をもう一度読み、現在進行形が使

われている箇所でどういう意味なのかを確認をする。  

○ルール説明をきちんと行う。  

カルタ  

○きちんと正しい英文が言えているかクラスを周りながら

確認する。  

 

 

○ワークシートで現在進行形を用いた文章をいくつか書か

せる。グループを作り、答えを確認し合った後に全体で答え

合わせをする。  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

積極的に動き、き

ちんとした英文を

言 お う と し て い

る。  

[関心・意欲・態度] 

 

 

 

○現在進行形を用

いて正しく文章を

書 く こ と が で き

る。  

[外国語表現の能力 ] 
 

◎｢満足できる」状況（A）と判断する生徒の姿の例  
現在進行形の文法を理解している。言語活動に積極的に参加している。 
◎｢おおむね満足できる」状況（B）と判断する生徒の姿の例  
ミスはあるものの現在進行形の文法を把握している。言語活動に参加している。 
◎｢努力を要する」状況（C）と判断する生徒の姿の例  
現在進行形の文法が全く理解できていない。言語活動に参加しない。 

めあて：現在進行形を用いて、様々な動作を英文で表現できる。 

まとめ：現在進行形は 主語＋be 動詞＋動詞 ing～で表す。  
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令和元年１０月１５日（木）第５校時 体育館 指導者 久津間 友紀 
 
１ 単元名  器械運動（マット運動） 
 
２ 単元の目標 

（１） マット運動に積極的に取り組むとともに、よい演技を認めようとすること、分担した役割 
を果たそうとすることなどや、健康・安全に気を配ることができる。  

                              【運動への関心・意欲・態度】 

（２） マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件を変えた技、発
展技を行うこと、それらを組み合わせ演技することができる。      【運動の技能】 

（３） マット運動の特性や成り立ち、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解し、課
題に応じた運動の取り組み方を工夫できる。  

           【運動についての思考・判断】【運動についての知識・理解】 
３ 単元の評価規準 
        
 
 
 

 

運動への 

関心・意欲・態度 

 

運動についての思考・判断 

 

 

運動の技能 

 

 

運動についての  

知識・理解 

 
単
元
の 
評
価
規
準 

○ マット運動の
学習に積極的
に取り組もう
としている。 

○ 良い演技を認
めようとして
いる。 

○ 分担した役割
を果たそうと
している。 

○ 仲間の学習を
援助しようと
している。 

○ 健康・安全に留
意している。 

 
 
 

○ 学習する技の合理的な
動き方のポイントを見
つけている。 

○ 課題に応じて、技の習得
に適した練習方法を選
んでいる。 

○ 学習した技から、「はじ
めーなかーおわり」など
の構成に適した技の組
み合わせ方を見つけて
いる。 

○ 仲間と学習する場面で、
仲間のよい動きなどを
指摘している。 

○ 仲間と学習する場面で、
学習した安全上の留意
点を当てはめている。 

○ マット運動では、
回転系や巧技系の
技を組み合わせる
ための、滑らかな
基本的な技ができ
る。 

 
 
 
 
 
 
 

○ マット運動
の特性や成
り立ちにつ
いて、学習
した具体例
を挙げてい
る。 

○ 技の名称や
行い方につ
いて、学習
した具体例
を挙げてい
る。 

○ マット運動
に関連して
高まる体力
について学
習した具体
例を挙げて
いる。 

 
 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 
 

①  技 が で き る 楽
し さ や 喜 び を
味わい、その技
が よ り よ く で
き る よ う に 積
極 的 に 取 り 組
もうとする。 

②  練 習 な ど を 行
う際に、器械・
器 具 の 出 し 入
れ な ど の 分 担
し た 役 割 を 果
たそうとする。 

 

①  学習する技の合理的な
動き方のポイントを見
つけている。 

②  仲間と学習する場面で、
学習した安全上の留意
点を当てはめている。 

 
 
 
 
 
 
 

①  体をマットに順々
に接触させて回転
するための動き方、
回転力を高めるた
めの動き方で、基本
的な技の一連の動
きを滑らかにして
回ることができる。 

②  全身を支えたり、突
き放したりするた
めの着手の仕方、回
転力を高めるため
の動き方、起き上が
りやすくするため
の動き方で、基本的
な技の一連の動き
を滑らかにして回
転することができ
る。 

①  マット運動
の特性や成
り立ちにつ
いて言った
り書き出し
たりしてい
る。 

②  マット運動
の技は系、技
群、グループ
の視点によ
って分類さ
れているこ
とについて、
学習した具
体例を挙げ
ている。 

 
 

 

第１学年１･２組女子 保健体育科 学 習 指 導 案 



初任者指導訪問 公開授業 

 

 

 

 

４ 指導と評価の計画（全１２時間）  

 

 
 
 
 

 
 
 
次  
 

 
 

 時 
 

 
 

ねらい・学習活動 
 

 

評価規準 

 
 

評価方法 
 

 
関 

 
思 

 
技 

 
知 

 
一 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 

 
◎オリエンテーション 
1. マット運動の特性や、学習の目標やねらい、授

業の流れを理解する。 
2. ワークシートの活用方法を知る。 
3. ウォーミングアップと準備運動の方法の確認。 

・ゆりかご、カエル逆立ち、前転、後転、 
壁倒立（補助倒立）など 

 
①
② 

 
 
 

 
 
 

 
① 
 

 
・学習カード 
 

二 
 
 

１
～

４ 

◎基本的な動きの確認と基本技の習得 
１時間目：「開脚前転」「開脚後転」 
２時間目：「倒立前転」 
３時間目：「倒立前転」「側方倒立回転」 
４時間目：「側方倒立回転」「ロンダート」 
 

② ①
② 

①
② 

① ・学習カード 
・発言 
 

◎ポイントに留意して基本的な技を滑らかに行う
ための練習をする。 
１時間目 

【開脚前転・開脚後転】 
回転力、下肢の開くタイミング 

２時間目 
【倒立前転】 腕支持と視線の位置、接触の順 

補助の仕方 
３時間目 

【倒立前転】腕支持と視線の位置、接触の順 
 
４時間目（本時） 
 【側方倒立回転】下肢の振り上げ方、 

下肢の引きつけ方、 
手足が一直線 

【ロンダート】 かかとの振り上げ方 
         両足の揃え方 

② ① ② ① 
 

・学習カード 
・発言 
・行動観察 

三 
 
 
 
 
 
 
 

１
～

３ 
 

◎グループに分かれてポイントを踏まえながらレ
ベルアップに向けた練習をする。 
1時間目：ポイントカードを確認しながら自分が 

できる技をグループで確認する。 
2時間目：iPadを利用しながら、視覚的に個人の 

課題を把握する。 
3時間目：個人の課題解決に向けた練習方法を 

グループで考える。 

① 
② 
 
 
 
 
 
 

② 
 

 
 
 
 
 
 

① 
② 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・学習カード 
・発言 
・行動観察 
 
 
 
 
 

四 
１
～

３ 

◎発表会の練習 
１時間目：発表会に向けて連続技の練習をする。 
２時間目：発表会に向けて連続技の練習をする。 
３時間目：発表会に向けて連続技の練習をする。 
 

 ①
② 

①
② 

 ・学習カード 

五  
１ 

◎学習のまとめ 
1.発表会を行う 
2.振り返りとまとめをする。 

① 
③   

  ①  ・学習カード 
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５ 指導上の立場 
 ○単元観  

    器械運動は、器械の特性に応じて多くの技がある。これらの技に挑戦し、その技ができる
楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。小学校では、技ができることや技を繰り返
したり組み合わせたりすることを学習している。中学校では、これらの学習を受けて、技が
よりよくできることや自己に適した技で演技することが求められている。したがって第一学
年では、技ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできるようにする。また、器
械運動の学習に積極的に取り組み、よい演技を認めることなどに意欲を持ち、健康や安全に
気を配るとともに、技の行い方や練習の仕方などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方
を工夫できるようにすることが大切である。  

    また、アドバイス、賞賛、補助などの相互援助活動を行う学習形態が作りやすく、生徒間
での学び合いにより技能の向上を目指すことができる教材である。  

 
 ○生徒観  

    3 組女子 13 名、4 組女子 13 名、計 26 名は、明るい生徒が多く、積極的に授業に参加し、
リーダーを中心に声をかけることができる。一方で、教師の指示を待つだけで考えて行動す
ることがなかなかできない生徒もいる。授業においては、苦手な生徒と得意な生徒との差が
大きく、マット運動は小学校の時から学習している種目であるが、技の習得の状況は個人差
が大きく、また苦手意識を持つ生徒も多く、できなかった時は、落ち込む生徒も見受けられ
る。しかし、前向きな言葉かけができる生徒もいて、やる気を出す雰囲気を作り出すことが
できる。その中で、「できた」感覚を多く味わわせていきたいと考える。授業においては、
iPad を利用してお互いに技のポイントを教え合い、より深めた学習としていきたい。  

 
 ○指導観  

    保健体育科では、「仲間と協力し、継続して努力することによって得られる達成感を味わ
える授業」を作りたいと考えている。そこで、「学習規律の徹底」「頑張れる集団作り」を
大切に、授業に取り組んでいる。  

    マット運動は、できる、できないがはっきりしている運動である。マット運動を通して、
できなかったことができるようになる達成感を感じられる授業を展開したい。主に、回転系
の技を中心に取り組み、得意な生徒の活躍の場の設定と、苦手な生徒が達成感を味わえるよ
うな活動の設定をしていきたい。初めから、教師がポイントを示すのではなく、生徒同士で
成功のためのポイントを見つけ出し、工夫して練習に取り組むようにし、不得意な生徒が成
功できるような環境を整えたい。そのために得意不得意に配慮したグループ作り、得意な生
徒の示範、視覚教材の使用を取り入れた授業を展開したいと考えている。  

 
 ○研究主題との関連  

    「主体的に学び合い、高め合う生徒の育成」の視点から、生徒が主体的に学び、基礎的・
基本的な知識や技能を着実に習得しながら学び合う力を身につけさせたいと考えている。そ
のために iPad を利用して、自己の実際を把握しながら仲間と課題解決に向けて、お互いに協
力し合う姿勢を育て、技能の変化を実感できるようにする。また、振り返りの時間で仲間と
学習カードに記入することで、相互に伝える力を高めるようにしている。  
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６ 本時案（第二次  ４時） 
(1）本時の目標  

 ○全身を支えたり、突き放したりするための着手の仕方、回転力を高めるための動き方を
身につける。                   【運動の技能】 

 ○個人に合った課題解決に向けた練習方法を見つける。【運動についての思考・判断】 
 
(2) 展 開 
 

学習内容・活動 
 

教師の指導・支援 
 
評価方法及び評価規準 

 
 １  器具の準備  

  出欠確認、挨拶  

 
 
 
 ２  ランニング  

  ラジオ体操  

  補強運動  

 

 
 ３ 本時のめあて

を知る。 
学習カードのポ
イントを踏まえ
て、友達と協力
をしながら教え
合い、練習する
。 

 
 ４ 基本動作 
 
 
 
 
 
 ５  側方倒立回転の

練習 
前時で確認した
ポイントを踏ま
えながら、技を
滑らかに行える
ように練習する
。 

 
 
 

 ６  本時のまとめを
行う。  

 
 
 ７ 本時の振り返

りを行う。 
  生徒の発言 

 
○ 器具の準備・安全確認を仲間と協力して行え

ているか観察する。 
○ 点検 

欠席・見学・爪・頭髪 
 
○ ランニング3周 

ラジオ体操 
腹筋、腕立て伏せ、馬跳び（各10回） 
見学者は壁際で待たせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ からだの状況をしっかりと把握しながら学習

に向かうように声をかける。 
・前転、後転、川跳び 
・見学者は、レポートを書く。 

 
 
 
○ iPadを用意する。 

【確認するポイント】 
○ 大きく回転できているかどうか。（ゴム紐） 
○ 真っすぐに回転できているかどうか。 

（テープを基準に回転する） 
【教師の指導・支援】 

○ 習得している技に応じて、個々の練習を工夫
する。 

（補助・床に印をつける等） 
 

 
 
 
 
 
○ 個人での練習では気づかないことも、友達と

協力して練習することによって、新しい発見
や自信につながることを伝える。 

○ 自分以外の人に関心を持ち、課題解決に向け
て取り組むことにより「頑張れる集団作り」
ができることを伝える。 

 
○ 観察 
 
○ 出欠カード 
【関心・意欲・態度】 
 
○ 大きな声を出し

ているか、回数を
ごまかしていな
いか。 

【関心・意欲・態度】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 練習方法を工夫

したり、合理的な
動き方を見つけ
てアドバイスし
たりしているか。 
【思考・判断】 
（発言）（観察） 
（学習カード） 

 
○ 練習を積極的に

行っているかど
うか。 
【運動の技能】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎「満足できる」状況（A）と判断する生徒の姿の例  

・何度も進んで練習をしている。・友達にアドバイスしている。  

◎｢おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する生徒の姿の例  

・積極的に練習に参加しようとしている。・友達の練習を見ている。  

◎「努力を要する」状況（C）と判断する生徒の姿の例  

・練習をしていない。・友達の練習を見ていない。  



新見市立新見第一中学校 令和元年度学校力向上サポートキャラバン 

第４回校内研修開催要項 

令和元年１０月２１日（月） 

14：00～15：30  

於 被服室  

 

１ 開会 

 

２ 講義・演習 「特別支援教育の観点からの授業づくり」 

 講師：岡山県総合教育センター 特別支援教育部 指導主事 岡崎 綾子 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 質疑応答、ふり返り 

 

 

 

 

 

４ 閉会 



令和元年１２月２０日（金）職員会議資料 

教務担当   藤井幸治 

授業改革推進員  小林 悟 

冬休みの宿題 
１ 概 要 

①  冬休み中に，学年末テスト問題のうち大問を１つ作成してください。そ

して，３学期始業式の日に，藤井までご提出ください。なお，全国学力・

学習状況調査および岡山県立高等学校入学者選抜に係る学力検査の趣旨

に沿った内容となるようにしてください。 

 ② 冬休み中に，①で作成した大問の単元計画を作成し，①と一緒にご提出く

ださい。様式は自由ですが，必ず「付けたい力」を明示してください。 

③  ３学期に，①②で作成した大問の単元については，公開を前提に授業を

行ってください。（指導案等は不要です） 

 

２ 目 的 

 ・ 定期テストを一つの目標として，付けたい力を明確にし，そのゴールに向

けた計画的な単元計画を基にした授業に臨むというサイクルに立った授業

改善を進める。→次年度に向けての準備です。 

 

３ 対 象 

 ・ １・２年の授業担当者（５教科+保健体育）※非常勤講師は除く 

 

４ 提出方法 

 ・紙媒体と電子データ（教育サーバー→教務部→校内研修→学年末考査資料） 

 

５ 備 考 

 ・ 作成したテスト問題および単元計画は，授業改革推進チーム（チーム備北）

および県内の授業改革推進チームで情報共有します。 

先生方へ 

忘れたら居残りしましょうか?! 



1 年生理科学年末考査に向けて      作成者 新見第一中学校 藤井幸治 
 

付けたい力 

〇「地震」に関する知識を活用し、緊急地震速報の情報を分析して解釈できる。 
〇科学的な概念を自然の事物・現象に当てはめて考えることができる。 
 
 

単元計画  活きている地球 １章 大地がゆれる 

時 主な学習活動 
評価の観点 

評価規準及び評価方法 
関 思 技 知 

１ 地球内部の謎にせまる 〇    

大地で見られるさまざまな変化の様子やし
くみに関心を示し、これからの学習で探ろ
うとする。 
【行動観察】 

２ 大地を伝わる地震のゆれ   〇 〇 

地震についての体験や地震計の記録、過去
の資料などを基に、その揺れの大きさや伝
わり方の規則性に気付く。 
【小テスト】【ワークシート】 

３ ゆれの大きさと地震の規模  〇  〇 

震度は、震源からの距離によって異なるこ
とと、初期微動継続時間の⻑さが震源から
の距離に関係していることに気付く。 
地震の規模(マグニチュード)と震度につい
て理解する。 
【小テスト】【ワークシート】 

４ 地震が起こるしくみ 〇   〇 
地震の原因をプレートの動きと関連付けて
理解する。 
【小テスト】【ワークシート】 

５ 地震による災害と身を守る取組 〇    

地震による災害について理解し、自分たち
の住む地域で地震が発生したとき、どのよ
うに行動したらよいか考える。 
【協働学習による行動観察・レポート】 

 



１年生理科学年末考査問題サンプル    作成者 新見第一中学校 藤井幸治 

１ 「緊急地震速報による避難訓練」の後、理科の授業で地震の学習を行い、科学的に探究しました。 

    (1)〜(3)の問いに答えなさい 

緊急地震速報は、震源に近い地震計
で P 波をとらえ、S 波による強い揺
れが起こる可能性があることを一⻫
に知らせる仕組みです。 

(1) 地震の揺れの強さを何といいますか。 
また、S 波による揺れを何といいますか。 
それぞれ下のア、イから１つ選びなさい。 

地震の揺れの強さ ア マグニチュード イ 震度 
S 波による揺れ ア 初期微動    イ 主要動 

 

A〜D は、緊急地震速報が出された地
震の４つの地点の記録です。「 」は、
その地点における揺れ初めの時刻を示
しています。縦軸は、それぞれの時刻
における揺れの大きさです。 

理科の授業場面１ 

理科の授業場面２ 

(2) 緊急地震速報を受け取ってから、S 波による
揺れが始まるまでの時間が、最も⻑いと考え
られる観測地点を、上の A〜D の中から１つ
選びなさい。 理科の授業場面３ 

緊急地震速報は、P 波と S 波の伝わる速さの違いを利用しています。 
ところで、打ち上げ花火を観察すると、花火の光に対して音が遅れて聞こえるのを経験
したことがありませんか。地震と打ち上げ花火を関連付けて考えてみましょう。 

地震 打ち上げ花火 
P 波が届く 花火が光った瞬間が見える。 
S 波が届く 花火の【 X 】が届く。 

初期微動継続時間 花火が光った瞬間が見えてから、
花火の【 X 】が届くまでの時間 

 (3) 上の【 X 】に適する語句を 1 つ書きなさい。 

平成 30 年度全国学力・学習状況調査問題より一部改編 



第 1 回学校評価会議要項 
令和 2 年 1 月 8 日  
13:30〜15:00   
被服室      

 
※進行（藤井） 
 
１ 開会あいさつ（校⻑） 
 
 
２ 協議 
（１）令和 2 年度年間行事予定について 
 
 
 
 
 
（２）学校評価結果から見える課題と今後の対応について 
 

協議項目 
〇学力向上１(授業) 
〇学力向上２（家庭学習） 
〇人権教育 
〇生徒指導＆教育相談 
〇学級活動＆生徒会活動 
〇部活動 

 
 
 
 
 
３ 閉会・諸連絡 

〇他の校務分掌の評価については、各担当者でまとめをして次年度に生かせるようにし
てください。 

〇次回学校評価会議 1 月 29 日（水）午後(職員会議後) 
 
 
 
 



第 1 回学校評価会議 協議の進め方 
 

 
 
（１） 令和２年度年間行事予定について 

すべてのグループで協議 
     ↓ 

全体発表 
☆意見集約のみで決定は後日 

 
 

（２） 学校評価結果から見える課題と今後の対応について 
協議１ 指導の方針（戦略） 

Ａグループテーマ：学力向上（授業）、学力向上(家庭学習) 
Ｂグループテーマ：人権教育、生徒指導 
Ｃグループテーマ：学級・生徒会活動、部活動 

           ↓ 
       全体発表・全体協議 
       ☆戦略の決定 
 

協議２ 具体的な手立て（戦術） 
Ａグループテーマ：人権教育、生徒指導 
Ｂグループテーマ：学級・生徒会活動、部活動 
Ｃグループテーマ：学力向上（授業）、学力向上（家庭学習） 

           ↓ 
       全体発表・全体協議 
       ☆戦術の決定 
 

 

A グループ 
⻄村 
谷岡 
安田 
有⻄ 
杉本 
三上 
羽柴 

Ｂグループ 
中務 
堀江 
横見 
藤野 
上仲 
岡崎 
森上 

Ｃグループ 
小林 
久津間 
白神 
小松 
中山 
重村 
春名 
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学校評価結果から見える課題と今後の対応 

項目 主な意見 指導の方針（戦略） 具体的手立て（戦術） 

 
 
 
学力向上１（授業） 
 
 

●生徒が学んだことや考えたことを表出する活動が
不十分だった。 

●自分が理解したことや考えたことを文章で表すよ
うな活動を十分設定できなかった。学んだことを
使って書くことや伝えることを意識した授業を目
指したい。 

●生徒がどれだけ主体的に考えられる時間となって
いるかが大切。 

○授業ファイブが実践できている。 

 
 
 
★生徒がアウトプットする活動を重視しよ
う。 

〇どの教科でも活用できるマニュアル作り 
  ・基準や基本など 
  ↓ 

（効果） 受け身である生徒が減っていく 
 
〇ホワイトボードの活用 
  ・生徒にとって自由に書き消しができること魅力 

 
 
学力向上２（家庭学習） 
 

●課題の点検と評価が十分できなかった。 
●家庭学習が困難な生徒（勉強の仕方が分からない

生徒）への対応が不明瞭だった。 
●課題の提出率が悪い。 
●まなびノートの利用は中間層の引き上げには有効

であるが、勉強の仕方が分からない生徒にはまな
びノートに代わる対応が必要である。 

 
 
 
★課題の点検と評価を重視しよう 

〇毎日使うノートの取り方とその効果についてのマニュアル作成 
〇学習困難な生徒への課題を準備する 
〇学年で競い合うような WAKUWAKU を設定する 

 
 
 
人権教育 
 
 
 
 

●人権集会をやっただけになっており、普段の生活
における人権意識を高める工夫が必要。 

●人権集会での取り組みはできたが、人権集会の  
 ための取組になっている。 
●「死ね」「がいじ」などの言葉が、普段の生活場面

でよく耳にする。人権意識の低さを感じる。 
●日ごろから温かい雰囲気を作り出す努力をしてい

くべきではないか。 
 

 
 
 
★日頃の関りを大切にしよう 
 
 

〇授業内で 
  ・ソーシャルスキルで行動を教えていく 
  ・道徳を意味のあるものにしていく 
〇日常生活内で 
  ・短学活で人権に関する話題を出す（スピーチ、言葉、受容風土） 
  ・係活動の中に人権意識を培う場を設定する 
  ・人権に関する些細なことを逃さない 

 
 
生徒指導（生活指導を含
む）、教育相談 
 
 
 
 
 
 

●ルールを守らない生徒への指導のあり方 
●自分たちで決まりやルールを守っていこうとす 

る意識の醸成が必要。 
●一部の生徒の後追い指導で十分な効果が得られ 

なかった。 
○定点での下校指導や交通違反カードに生徒の意識
の変容がみられた。 
●きちんとできている生徒を承認する対応が不足し
ている面もある。 
●教育相談の時間確保が難しい。 
●部活動も必要だが、放課後の時間の使い方も再 

考の余地あり。 
○SC,SSW が別室をたびたび訪れることで、別室利 

用の生徒とのつながりを図ることができた。 
○SC の専門性を生かした学級活動（ストレスマネ 

ジメント）を実施できた。 

 
 
★学級の規律を大切にしよう 

〇班長会や学年の時間を定期的に確実に設定する 
  水曜日 ①専門委員会 
      ②学びタイム 
      ③学年の時間（必須） 
〇リーダー育成と生徒指導を重複させていく（相乗効果） 
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学級活動、生徒会活動 
 
 

●朝の会、終わりの会の工夫・充実を図りたい。 
●どの学年もリーダーの育成が急務である。意図的

に仕組むことが必要である。 
●「話し合い活動」を充実させる必要がある。 
●自尊感情をはぐくむ取組を調整・精選していく。 
●生徒会活動が、いつ、どんな活動をしているかわ

からず低迷している。執行部が中心となり全体を
リードする活動にしていってほしい。 

●執行部には、魅力的な活動や周りから承認される
活動を通して、達成感や自信をもたせたい。 

●委員会活動も自主的に活動できる委員会にした
い。 

 
 
 
 
 
★前に出る場面をつくろう 
～リーダー育成を目指して～ 

〇専門委員会の取組を全体の前で伝える。 
  ・人前でプレゼンをする（全校・学年・学級などで） 
〇定期的に生徒集会を持つ 
  ・生徒主体の運営役が必要 
  ・各種の発表や表彰等 
〇１分間スピーチの徹底 
  ・学年ごとにレベルを設定する（時間やテーマ設定など） 

 
 
部活動 

●実施日と休日のメリハリができている、一方で生
徒が部活動から離れていっている気もする。 

○練習日程等は、早めに連絡できている。 
●挨拶や礼儀、片付け、規律など精神的な部分の指

導が十分ではないように思う。 
●部内における人間関係トラブルが報告されてい

る。人間関係作り、集団作りをベースに規範意識
や礼儀も併せて指導を行う必要がある。 

 

 
 
 
★基本的なマナーを徹底させよう 
～挨拶・礼儀・準備・片付け～ 

〇部長会を定期的に開催する。 
  ・すべての部活で取り組む共通事項を決める。 
  ・あいさつや片付け等を中心に 
〇決まったことは、部活内の生徒同士で話し合う。 
   ↓ 
生徒同士が頑張るしくみをつくることが必要。 

 

 

  


